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はじめに 

このマニュアルは、Cisco Business Edition 6000 事前設定イメージで使用されます。

ネットワークを準備して事前設定イメージを起動するために、このガイドを使用します。 

これらのイメージは、利便性のためだけに提供されており、インストール時には必要あり

ません。カスタマー ロケーションに配置する前に、ラボでこれらの設定を確認しておく必

要があります。これらの事前設定イメージを使用しない場合は、ESXI 管理インター

フェースを使用して UCS サーバからそれらを削除および除去してもかまいません。 

事前設定されたユニファイド コミュニケーション ソリューションは、現在 4 種類のアプリ

ケーションで構成されています。設定および導入が既に完了し、すぐに使用できるアプ

リケーションは次のとおりです。 

• Cisco Prime Collaboration Provisioning（10.6） 
• Cisco Unified Communications Manager（10.5.2） 
• Cisco Unified Communications Manager IM & Presence Service（10.5.2） 
• Cisco Unity Connection（10.5.2） 

基本設定 
セルフ プロビジョニングによる自動登録がデバイスのプロビジョニングに設定されていま

す。エンド ユーザのプロビジョニングに Prime Collaboration Provisioning を使用する

ことを前提としていますが、これは必須ではありません。 

サイト固有のダイヤルと設定の概要を以下に示します。これらの設定をそのまま使用し

ても、内線番号の範囲に一致するように変更してもかまいません。詳細については、

「サイト固有のダイヤル」のセクションを参照してください。 

• +E.164 ダイヤルがゲートウェイで設定されていることを前提としています。 
• ダイレクト コール パーク/ピックアップは #1XXX/##1XXX で設定されています。 
• ボイスメールへの直接転送は *1XXX で設定されます。 
• MeetMe 会議は 731XXX で設定されています。 
• オペレータ用の 0 はハント グループ 751000 を使用するように設定されていま

す。このハント グループにオペレータを追加する必要があります。 

「設定の参照資料」セクションには、事前設定イメージがデフォルトでどのように設定され

ているかが詳述されています。 
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事前設定イメージを使用できるように準備するには、次の手順に従ってください。 

1. ネットワークの準備 
a. 新しい 172.27.199.x ネットワーク サブネットを追加する 
b. 逆引き参照を使用して、新しい DNS ゾーンを追加する 

2. アプリケーションの認証情報の必須変更 
a. 最初に、Cisco Unified Communications Manager のユーザ名

とパスワードをリセットします。IM&amp;P アプリケーションのクレ

デンシャルを変更する前に、すべてのサービスが実行されてい

る必要があります。 
3. すべてのアプリケーションの NTP 参照を更新する 
4. すべてのアプリケーションの DNS 参照を更新する 
5. すべてのアプリケーションの Date/Time 参照を更新する 

ネットワークの準備 

事前設定イメージに電源を投入する前にこのセクションを完了してください。 

事前設定イメージが次のネットワーク設定で構成されています。 

サブネット = 172.27.199.0/26 
ドメイン = ciscolocal.com 

各仮想マシンの電源投入後に、CLI を使用してすべてのアプリケーションの管理者

ユーザ名とパスワードを作成します。 

説明 VM マシン IP アドレス 完全修飾ドメイン名 
Cisco Prime 
Collaboration 
Provisioning 

PCP_Small_PreInst_10.6.0-1015.1 172.27.199.10 pcp.ciscolocal.com 

Cisco Unified 
Communications 
Manager 

UCM1K_PreInst_K9_10.5.2.10000-5.1 172.27.199.11 ucm-pub.ciscolocal.com 

Cisco Unity 
Connection 

CUC1K_PreInst_K9_10.5.2.10000-5.1 172.27.199.12 ucn1.ciscolocal.com 

Cisco IM & 
Presence 

IMP1K_PreInst_K9_10.5.2.10000-10.1 172.27.199.13 imp1.ciscolocal.com 
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UCS サーバ IP アドレスの設定 

事前設定イメージを使用するために定義する必要がある 2 つの UCS サーバ IP アド

レスがあります。BE6000S の場合、以下のものがすでに設定されています。 

ESXi ホスト：172.27.199.2 
管理インターフェース（CIMC）：172.27.199.3 

既存のネットワークへの音声 IP サブネットの追加： 

これは、既存のネットワークに新しいサブネットを追加するためのクイック リファレンス

です。音声ネットワークの完全な推奨事項については、BE6000 Cisco Validated 
Design を参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/validated-designs- 
collaboration/index.html 

非 IOS ベースの DHCP サーバを使用する場合、IP アドレス 172.27.199.11 として定

義されたオプション 150 を追加します。 これにより、エンドポイントを 172.27.199.11 
で Cisco Unified Communications Manager に登録できます。 

• DHCP スコープを追加し、IP アドレス 172.27.199.11 として定義されたオプション 
150 を追加します。 

• 既存のデフォルト ゲートウェイにセカンダリ IP アドレス 172.27.199.0/26 を追加し

ます。 

新しい DNS ドメインの作成： 

注：ローカル DNS サーバに新しいドメインを追加する必要があります。 

アプリケーションは DNS を使用するように設定されており、DNS なしでは正常に機能

しません。 

という DNS サーバで、前方および逆引き参照ゾーンを作成します。 

ciscolocal.com: 
• pcp.ciscolocal.com - 172.27.199.10 
• ucm-pub.ciscolocal.com - 172.27.199.11 
• ucn1.ciscolocal.com - 172.27.199.12 
• imp1.ciscolocal.com - 172.27.199.13 
 

http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/validated-designs-collaboration/index.html�
http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/validated-designs-collaboration/index.html�


5  

事前に設定された OVA 設定 

クレデンシャルをリセットする前に、DNS 設定を含む「ネットワークの準備」セクションを完

了しておいてください。 

事前設定イメージが仮想マシンとしてすでに導入されている必要があります。 

イメージの電源が投入された後に、UCM、CUC、および IMP コマンドライン インターフェ

イスから、パスワードのリセット ウィザードが自動的に提供されます。クレデンシャルの変

更要求に従ってください。クレデンシャルをリセットした後、ウィザードが完了するまで少し

時間がかかることがあるため、お待ちください。イメージが自動的に再起動します。 

 

PCP コマンドライン インターフェイスから、イメージの電源投入後にプロンプトで「setup」と
入力します。 

パスワードのリセットはすべてのアプリケーションで必須です。ウィザードを完了しなかっ

た場合、または任意の時点でウィザードをキャンセルした場合、イメージはサービスを

シャット ダウンするか、どのサービスも開始しません。 

Cisco Unified Communications Manager のパスワードのリセットを最初に実行してくださ

い。IM&P サーバのクレデンシャルを変更する前に、すべてのサービスが実行されている

必要があります。 

1. Cisco Unified Communications Manager（UCM1K_PreInst_K9_10.5.2.10000- 
5.1）。 

2. Cisco Unity Connection（CUC1K_PreInst_K9_10.5.2.10000-5.1）。 

3. Cisco Unified Communications Manager ですべてのサービスが実行され

た後、Cisco IM & Presence（IMP1K_PreInst_K9_10.5.2.10000-10.1）でクレ

デンシャルを変更する前。 

4. Cisco Prime Collaboration Provisioning（PCP_Small_PreInst_10.6.0-1015.1）。 
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NTP 参照の更新： 
アプリケーションは NTP 参照の一般的な設定でセットアップされています。GUI インター

フェイスですぐに新しい NTP 参照を設定するには、この参照を変更する必要があります。 

アプリケーションごとの Operating System Administration の Web ページにログインし、

アプリケーションごとにこの手順を繰り返して行ってください（ucm-pub、ucn1、および 
imp1）： 

• [Settings] >>[NTP Servers] に移動します。 

 

• 古い NTP サーバの参照を削除する前に、[New NTP Server] を追加します。 
• [Add New] をクリックし、新しい NTP サーバの IP アドレスを入力します。 
• 古い NTP 参照を選択し、[Delete Selected] をクリックします。 

PCP の場合： 
管理者アカウントを使用してコマンドライン インターフェイスにログインし、以下のコンフィ

ギュレーション コマンドを実行します。 
• admin(config)# ntp server ip address 
• admin(config)# exit 
• admin# write memory 

DNS 参照の更新： 
アプリケーションがホスト名を使用して設定されており、IP アドレスに対して解決する必要

があります。正しい DNS エントリを持つ新しい ciscolocal.com ドメインがセットアップ済み

である必要があります。 

各アプリケーション（ucm-pub、ucn1、および imp1）のコマンドライン インターフェイスにロ

グインします。DNS 設定を変更した後に、Tomcat サービスを再起動する必要があります。 

各アプリケーション（ucm-pub、ucn1 および imp1）で繰り返します。 
コマンドライン インターフェイスにログインします。 

a. ネットワーク DNS のプライマリ IP アドレスを設定します。 
b. utils service restart Cisco Tomcat 
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PCP の場合： 
管理者アカウントを使用してコマンドライン インターフェイスにログインし、以下の

コンフィギュレーション コマンドを実行します。 
• admin(config)# ip name-server ip address 
• admin(config)# exit 
• admin# write memory 

Date/Time 参照の更新： 
UCM-PUB の場合： 
Date/Time 参照が GMT-8 に設定されています。 

 

UCN1 の場合： 
Date/Time 参照が GMT-8 に設定されています。 

CLI から： 
• show timezone list（これにより、時間帯のゾーン インデックスを取得で

きます） 
• set timezone zone index （たとえば、タイムゾーン 132 を設定します） 
• Unity Connection サーバを再起動します。   
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PCP の場合： 

 

ソフトウェア アップデートまたは言語パックのインストール： 
アプリケーションは、出荷時には最新の状態です。ただし、インストール後にパッ

チがリリースされることがあります。ここでソフトウェア アップデートをインストールす

ることをお勧めします。 

また、言語パックが必要な場合もここでインストールしてください。 

デバイスの導入： 
デバイスの導入では、Cisco Unified Communications Manager の自動登録が有効に

なっています。DHCP オプション 150 が設定されている場合、電話機をネットワークに差し

込む必要があります。 

セルフ プロビジョニングの短縮ダイヤル ボタンが自動登録されたデバイスに設定されて

います。 

ユーザの導入： 
Prime Collaboration Provisioning は、 LDAP、テンプレートまたは手動設定を使用したエ

ンド ユーザの導入と管理のために使用されます。 

次のセクション「Prime Collaboration Provisioning の管理」を参照してください。 

Date/Time 参照が次に設定されています。GMT-8 
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Prime Collaboration Provisioning の管理 
ここでは、Prime Collaboration Provisioning での既存のセットアップの概要と、ユーザ

の導入と管理のためのいくつかのベスト プラクティスについて説明します。 

クレデンシャルと同期の両方がすべてのアプリケーションで変更された後に、Prime 
Collaboration Provisioning の使用を開始できます。 

Cisco Prime Collaboration プロビジョニング IP アドレス: 172.27.199.10 

PCP にログインし、[Design] > [Infrastructure Setup] に移動し、既存のインフラストラ

クチャ デバイス（アプリケーション）を検索します。 

適切なユーザ名/パスワード クレデンシャルで各アプリケーションを編集する必要があり

ます。 

• アプリケーション名を強調表示し、[Edit] を選択します。 
• アプリケーションごとに新しいユーザ名とパスワードを入力します。 

 
クレデンシャルを変更した後、アプリケーションごとのインフラストラクチャの同期を開始し

ます。 

アイコンの上にカーソルを合わせると、同期するオプションとともにポップアップが表示され

ます。 
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すべてのアプリケーションが正常に同期したら、Prime Collaboration Provisioning の使用

を開始してユーザを管理することができます。Prime Collaboration Provisioning を使用し

て、ダイヤル プランをインポートすることもできます。詳細については、次のセクションにあ

る「ダイヤル プランのインポート」を参照してください。 

既存の設定の詳細： 

[Design] > [User Provisioning Setup] に移動し、Cisco Prime Provisioning にすでに追加

されているドメイン、サービス エリア、ユーザ ロール、サービス テンプレートを検索します。 
 

プロビジョニングの構造 プロビジョニング

の構造名 
詳細 
 

 

ドメイン 

ドメインは、ユーザのグ
ループです。ドメインごと
に、1 人以上の管理者を
割り当てて、そのドメイン内
のユーザのサービスを管
理することができます。 

Main 「Main」というドメインが 1 つだけ作成されています。 

サービス エリア 

サービス エリアはサイトを
表します。サービス エリア
は、特定のサイトでの IP 
テレフォニー、メッセージ
ング、プレゼンス サービス
の構成と管理に使用され
ます。 

Site One 「Site One」というサービス エリアが 1 つだけ作成されています。この

サービス エリアには、コール プロセッサ、プレゼンス プロセッサと

メッセージ プロセッサの以下の設定が含まれています。 

 
コールプロセッサの設定 

名前 ucm-pub-CiscoUnifiedCM 
場所 PCP_Site One_LOC 
パーティション PCP_Base_PT 
デバイス プール PCP_Site_One_DP 

Communications Manager「ucm-pub-CiscoUniifedCM」には、以下

の場所、パーティション、およびデバイス プールが作成されますが、

このサービス エリアは PCP_Site One_LOC 場所、PCP_Base_PT パー

ティション、および PCP_Site_One_DP デバイス プールと関連付けられ

ていることに注意してください。 
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プロビジョニング プロビジョニング 
構造 構造名 

詳細 

 ユニファイド プレゼンス プロセッサの設定 

名前 IMP1-CiscoUnifiedPresence 

ユニファイド メッセージ プロセッサの設定 

名前 UCN1-CiscoUnityConnection 
Exchange Server なし 
加入者テンプレート 1. voicemailusertemplate 

2. PCP_UserTemplateWithTTS 

  
ユーザ権限 

ユーザ権限によって、特
定のユーザーに割り当
てることができるサービ
スが決まります。 

Employee これは、新規ユーザに割り当てられるデフォルトの権限です。

[Employee] ユーザ権限は、組織内での従業員の標準的な設定に合

わせておく必要があります。 

 Executive [Executive] という 2 番目の権限も、デフォルトで作成されます。この権

限は、[Employee] 権限より多くのサービスを含めるようにカスタマイズ

できます。したがって、[Executive] 権限は、組織のエグゼクティブ用の

ものです。この権限は、必要に応じて名前を変更してカスタマイズする

ことができます。 
Common Area [Common Area] という 3 番目の権限も使用できます。この権限は、個

別のユーザと関連付ける必要がないサービスをオーダーするために使

用されます。 
サービス テンプレート 

サービス テンプレート
は、特定のサービスの一
貫した属性セットをプロ
ビジョニングするために
使用します。 

オーダーの際、Prime 
Collaboration 
Provisioning は、サービ
スを作成するためにこれ
らのテンプレートを使用
します。 

デスクトップ用のデ

フォルトの Cisco 
Jabber テンプレート 

デスクトップ用の Jabber ソフト クライアントをプロビジョニングするため

に使用するテンプレート。 

 デフォルト ライン テン

プレート 
行のプロビジョニング中に共通属性を設定するために使用されるテン

プレート。 
 デフォルト ユーザ 

サービス テンプレート 
ユーザ サービスの共通属性を設定するために使用するテンプレート 

 デフォルト ボイスメー

ル テンプレート 
ボイスメールの共通属性を設定するために使用するテンプレート。 
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ダイヤル プランのインポート 
Cisco Unified Communications Manager は、国固有のダイヤル プランで設定されていま

せん。特定のダイヤル プランを設定する必要があります。 

便宜上、Prime Collaboration Provisioning ルート パターンおよびトランスレーション パ
ターン テンプレートを使用して設定された、いくつかの国固有のダイヤル プランが用意さ

れています。これらのテンプレートを使用して、Prime Collaboration Provisioning のバッチ 
インポート時にダイヤル プランをインポートすることができます。 

Prime Collaboration Provisioning テンプレートを使用したダイヤル プランのインポートの

準備ができたら、次の手順を使用してください。 

次の場所から、Cisco Business Edition 6000 Prime Collaboration Provisioning ダイヤル 
プラン テンプレートをダウンロードします。 

http://www.cisco.com/go/be6kpreconfig 

ダイヤル プランのバッチ テンプレートを使用して、特定のダイヤル プランをインポートでき

ます。要件に合うように、これらのテンプレートを修正/追加/変更することができます。 

注：既存のルート リストに PSTN ゲートウェイを必ず追加してください：Cisco Unified 
Communications Manager の PCP_Site One_PSTN_RL。 

事前設定イメージは、+E.164 ダイヤルを利用できるように設計されています。一部の国

ルート プランには 2 種類のテンプレートが提供されています。 

たとえば、次のような 2 種類の NANP テンプレートがあります。 

• PCP-ROUTEPATTERN-NANP.txt（ルート パターン） 
• PCP-TRANSLATION-NANP.txt（トランスレーション パターン） 

PCP-ROUTEPATTERN-NANP： 

 
ルート パターンのテンプレートを変更する場合、2 つの列のみを変更する必要があります
（パターンや説明）。他のすべての列は Cisco Unified Communications Manager の既存
の設定を使用し、スタティックです。 

http://www.cisco.com/go/be6kpreconfig�
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実際の導入エリア コードのプレースホルダとしてエリア コード 555 を使用するすべての

パターンを変更する必要があります。 

また、トランスレーション パターンのテンプレートを次の手順でインポートする必要があり

ます。 

PCP-TRANSLATION-NANP： 

 
トランスレーション パターンのテンプレートを変更する場合、2 つの列のみを変更する必

要があります（トランスレーション パターンや説明）。他のすべての列は Cisco Unified 
Communications Manager の既存の設定を使用し、スタティックです。 

このトランスレーション テンプレートは提供されているルート パターンのテンプレートと一

緒に使用できるように設計されています。プレースホルダのエリア コード 555 を導入サイト

のエリア コードに変更する必要があります。 
 

変更してから、Prime Collaboration Provisioning のダイヤル プラン テンプレートをイン

ポートします 

1. ルート パターン ダイヤル プランのテキスト ファイル（PCP-ROUTEPATTERN- 
NANP.txt など）を見つけて Excel で開きます。 
 

2. 前述のように、必要な変更をルート パターンに加えて、タブ区切りのテキスト（.txt）
ファイルとして保存します。 
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3. トランスレーション パターン ダイヤル プランのテキスト ファイル

（PCP-TRANSLATION- NANP.txt など）を見つけて Excel で開きます。 

4. 前述のように、必要な変更をトランスレーション パターンに加えて、タブ区切りのテ

キスト（.txt）ファイルとして保存します。 

 

5. Unified Communications Manager にルート プランおよびトランスレーション パター

ンを追加するために Prime にテキスト ファイルをインポートする必要があります。 

Web ブラウザ ページを開き、http:/172.27.199.10/ を参照し、適切なクレデン

シャルでログインします。 

 

6. [Deploy] -> [Batch Provisioning] に移動します。 
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7. 新しいバッチ プロジェクトの設定 

 

8. プロジェクトに名前（ルート プラン）を付けて、[Create] をクリックします。 

 

9. [Upload a Batch Action File] を選択します。 

 

10. [Browse] を選択し、ルート パターン テキスト ファイルを選択します。[Upload] を
クリックします。 
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11. ファイルのアップロードが開始します。アップロードが完了します。ブラウザを更新して

ファイルを確認します。 
 

 
12. ルート パターンのテンプレートをアップロードしたら、[NOW] をクリックしてバッチ ファ

イルのインポートを開始します。 

 
ステータスが [Completed] に変更されるまで、[Status Scheduled] の横にある 
[Refresh] ボタンをクリックします。 
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13. トランスレーション パターンをアップロードするには、[Upload a Batch Action File] 
を選択します。 

 

14. [Browse] を選択し、トランスレーション パターン テキスト ファイルを選択してから、

[Upload] をクリックします。 

 

15. ファイルのアップロードが開始します。更新して、ファイルのアップロードが完了した

ことを確認することができます。 

 

16. トランスレーション パターンのテンプレートをアップロードしたら、[NOW] をクリックし

てバッチ ファイルのインポートを開始します。 
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ステータスが [Completed] に変更されるまで、[Status Scheduled] の横にある 
[Refresh] ボタンをクリックします。 

 
ルート パターンおよびトランスレーション パターンが Unified Communications 
Manager に正常に追加されました。 
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ユーザの管理 

ユーザとは、IP Telephony サービスがアクティブになっている個人を指します。Cisco 
Prime Collaboration Provisioning を使用して、ユーザを追加したり、ユーザ情報を同

期化したり、サービスを適用したり、ユーザ情報を更新したりできます。 

ユーザ権限とは、組織内でユーザが持っている権限を指します。この権限は、ユーザ

がアクセス権を持つサービスを示します（たとえば、電話機のモデル タイプ、Jabber、ま
たは SNR）。システムでは 3 種類のユーザ権限（[Executive]、[Employee]、[Common 
Area]）があらかじめ定義されています。 

[Design] > [User Provisioning Setup] に移動して、ユーザ権限を確認できます。 

 

[Employee] ユーザ権限は、デフォルトのユーザ権限です。共通サービスとエンドポイ

ントのほとんどが選択されています。 

ユーザ権限を確認することによって、すべてのエンドポイントが使用可能になっている

ことと、ユーザが作成されるたびにデフォルトで有効にするすべてのサービス（たとえば、

SNR またはエクステンション モビリティ）が選択されていることも確認できます。 
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LDAP 同期 

Cisco Prime Collaboration Provisioning は、外部の Lightweight Directory Access 
Protocol（LDAP）サーバからのユーザ/加入者を同期するように設定できます。この機能
によって、Cisco Prime Collaboration Provisioning は関連した LDAP ソースからユーザ 
ID をユーザ データベースに直接取り込むことができます。LDAP 同期の設定およびスケ
ジューリングは PCP ドメイン設定によって行われます。 

フィルタ クエリーを設定することにより、Cisco Prime Collaboration Provisioning でユー
ザを特定のユーザ権限に自動的に割り当てることができます。これにより、同期したときに
自動的にサービスが作成されます。ユーザ権限の詳細については、「ユーザの管理」セ
クションを参照してください。 

AD サーバを Prime Provisioning に追加するには、[Design] > [Infrastructure Setup] 
に移動し、新しいデバイスのディレクトリ サーバ タイプ（LDAP）を追加します。 

 

LDAP サーバを設定したら、PCP ドメイン設定に割り当てる必要があります。[Design] > 
[Uer Provisioning Setup] に移動し、「Main」PCP ドメインを編集します。 
 

• [Devices] セクションで、セキュリティ サーバのドロップ ダウン メニューで作成した

ばかりの LDAP サーバを選択します。 
• [LDAP Sync Policy] セクション 

o [Authentication and Synchronization] を選択します 
o [Re-Sync Every]（LDAP 同期ポリシーの作成)  
o [Users Search Base] を入力します 
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• [LDAP field Mappings] ウィンドウで、導入に合わせて適切な変更を行います。 

 

• [Service Area LDAP Filters] で、この設定を構成し、セルフ プロビジョニング

用に Unified Communications Manager のユーザを自動的にプロビジョニン

グし、追加サービスを作成します（たとえば、ボイス メールボックスまたは SNR）。
この例では、すべてのユーザは、[Employee] ユーザ権限を使用して作成され

ます。 

 

異なるサービスを使用してユーザを自動的にプロビジョニングするために、追加の 
LDAP フィルタ ベースを作成できます。 

LDAP 同期の詳細については、Cisco Prime Collaboration Provisioning ユーザ 
ガイドを参照してください： 
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime- 
collaboration/tsd-products-support-series-home.html 

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/tsd-products-support-series-home.html�
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-collaboration/tsd-products-support-series-home.html�
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テキスト ファイルによるユーザのインポート 

テキスト ファイルは、ユーザをインポートするもう一つの方法です。 

次の場所から、ユーザ インポート ファイル AddUser.txt を含む、Cisco Business Edition 
6000 Prime Collaboration Provisioning バッチ テンプレートをダウンロードできます。 

http://www.cisco.com/go/be6kpreconfig 

Excel を使用してサンプル ファイル（.txt）を編集できます。オレンジでマークされた列は、

デフォルト設定に基づいてすでに定義されています。これらの設定を変更しないでくだ

さい。 

ユーザーが定義するために必要なその他の項目は次のとおりです。 

• UserID 
• FirstName 
• LastName 
• Phone Number 
• 自動プロビジョニング電話番号 

スプレッドシートのその他の設定をすべて更新します。更新されたスプレッドシートをタ

ブ区切りのテキスト ファイルとして保存し、ファイルをインポートします。 

ユーザ ファイルをインポートするための手順： 

手順 1 [Deploy] > [User Provisioning] > [Import Users] の順にクリックします。 

手順 2 [Import User] ダイアログボックスで、[From File] ラジオ ボタンをクリックします。 

手順 3 [Browse] をクリックして、ユーザ インポート ファイルを選択します。 

手順 4 [Import] をクリックします。 

インポートするファイルを選択するまで、[Import] ボタンは無効のま

まです。[Import] ボタンをクリックすると、[Import Users] ページに

ファイルのインポート ステータスが表示されます。前回インポートした

ファイルのインポート ステータスを表示するには、[View Last File 
Import Status] をクリックします。 

Cisco Prime Collaboration Provisioning は、ファイルにより提供され

る詳細情報に基づいてユーザを作成します。自動プロビジョニングは、

サンプル ファイルで有効にされているため、Cisco Prime 
Collaboration Provisioning は [Employee] ユーザ権限に基づいて

ユーザのデフォルト サービスを自動的にプロビジョニングします（事前

設定されたユーザ権限の詳細については、前のセクション「ユーザの
管理」を参照してください） 

http://www.cisco.com/go/be6kpreconfig�
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サイト固有のダイヤル 

事前設定されたダイヤル プランには、E.164 番号のダイヤルと、ダイヤル用の 4 桁を使

用したサイト固有の発信の両方をサポートするダイヤル プランが含まれます。事前設定

された 4 桁のダイヤルは、現在の 1xxx 形式から 3 桁、5 桁または他の 4 桁（4 桁の 
DID 番号に一致させる）に変更できます。ユーザの DN は、Prime Collaboration 
Provisioning を介して Cisco Unified Communications Manager でセットされているた

め、管理者は内線通話の内線番号として 3 桁、4 桁または 5 桁の数字を使用することも

できます。 

既存のダイヤル プランは最後の 3 桁のユーザの DID 番号はマスクされるようにセットアッ

プされています。ユーザのデバイスの内線番号は 1XXX であり、3 つの X はユーザの 
DID 番号になります。プレフィックス 1 は、パターンの重複を排除するために使用されま

す。 内線番号は任意の長さにでき、任意の番号を使用できますが、北米電話番号計画

では、ユーザの内線番号の最初の桁は 0 または 9 で開始しないことをお勧めします。 

次のセクションでは、内線通話の内線番号の形式が変更された場合に、ダイヤル プラ

ンのどの側面を変更する必要があるかについて詳しく説明します。たとえば、DID 範囲

が 212-555-3XXX である顧客の場合、内線通話の内部内線は DID 割り当てのユーザ

内線番号の最後の 4 桁になります。 ダイヤル プランを現在の 1xxx パターンから任意

の 3XXX 範囲に変更するには、以下の変更を行う必要があります。 

1) Cisco Unified CM Administration で、[User Management] -> [User/Phone Add] -> 
[Universal Line Template] に移動します。[PCP Default Line Template] を選択し

ます。 +E.164 の代替番号を拡張し、番号マスクを 3XXX に設定します。 これで、すべ

てのデバイスには、4 桁のダイヤル用に関連付けられた 4 桁の番号が付きます。 

2) ダイレクト コール パークが使用され、対象のスロット番号がユーザの内線番号と

一致するように設定されている場合。この整合性を維持するには、ダイレクト コー

ル パーク番号と検索を、ユーザの電話番号と一致するように変更する必要があり

ます。この変更を行うには、[Call Routing] -> [Directed Call Park] に移動しま

す。[Find] を選択して、すべてのダイレクト コール パーク番号をリストします。10 
個のダイレクト コール パーク番号をそれぞれ選択し、ユーザの内線番号と一致す

るように最初の番号を変更します。このため、ユーザの電話番号が 3XXX に変更

されている場合、最初のダイレクト コール パーク番号の範囲に対する適切な変更

は #30XX になります。 
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3) ユーザの電話番号と対応している別の設定は MeetMe 会議番号です。 ユーザの

電話番号が 3XXX に変更された場合は、ユーザの電話番号に一致するように 
Meet-Me 会議番号を変更することをお勧めします。デフォルトの MeetMe 番号の

範囲は 731XXX です。 ユーザの電話番号が 3XXX に変更されている場合、

MeetMe 番号の範囲は 733XXX に変更する必要があります。 

この同じ汎用プロセスは 3 桁または 5 桁のダイヤル プランを作成する場合にも適用で

きます。 

自動登録： 

ほとんどの導入では、事前定義済みの自動登録番号を使用できますが、管理者は、必

要に応じて自動登録番号の範囲を変更できます。 自動登録の範囲を変更するには、

[Server] -> [Cisco Unified CM] 設定ページに移動します。[Starting Directory 
Number] と [Ending Directory Number] フィールドを変更し、変更を保存します。自

動登録番号の範囲を変更する場合、その他の変更は必要ありません。 

ボイスメール パイロット 

ボイスメール パイロット番号は、ボイスメール サービスに到達するために使用されます。

デフォルトのボイスメール パイロット番号は、ユーザが電話機のボイスメール ボタンを押

すだけでボイスメールに到達できるように設定されています。ボイスメールへの外部ダイ

レクト アクセスが必要な場合、トランスレーション パターンを変更するだけで、ダイレクト 
アクセスが有効になります。ボイスメールへのアクセスに使用する外部番号を決定した

後、[Call Routing] -> [Translation Patterns] に進みます。 770000 トランスレーショ

ンを選択し、外線番号に一致するように [Translation Pattern] フィールドを変更します。

保存した後、外線番号にコールを発信すると、コールはボイスメールに直接ルーティン

グされる必要があります。 

インターコム番号： 

導入時にインターコム機能を使用する場合、ルート パーティションは PCP_Intercom で
あり、コーリング サーチ スペースは PCP_Intercom_GEN です。 

インターコムの設定はこのマニュアルの範囲外です。 

Unity アクセス/パイロット番号 

事前設定済みのシステムには、特定のボイスメール機能（有効になっている場合）に到

達するルート パターンが含まれます。 Speech Connect、ライブ レコードまたはグリーティ

ング管理者などの機能。  異なる機能へのデフォルトのアクセスは 77100x です。いずれ

かのサービスのデフォルト番号以外の番号を指定する場合は、[Call Routing] -> 
[Route/Hunt] -> [Route Pattern] に移動します。 
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目的の Cisco Unity Connection 機能パターンを選択し、[Route Pattern] の値を変更

します。 これらの機能のアクセス番号を変更することによって考慮すべきその他の変更

はありません。 

ハント グループ アクセス 

事前設定システムには、会社の特定のグループに使用するデフォルトのハント パイロッ

トが含まれます。デフォルトのグループは、Finance、Help Desk、Human Resources、
および Sales です。 各グループにはデフォルトのハント パイロット番号が付けられてい

ますが、サイト固有の要件に合わせてハント パイロット番号を変更できます。大勢の

ユーザへのアクセスに使用する番号を変更するには、変更するハント パイロットを設定

ページで選択し、「Hunt Pilot」の値を変更するだけです。外部発信者がハント パイロッ

トにアクセスできるように変更するには、ハント パイロット番号を外部 DID 番号に変更し

ます。新しいパイロット番号は、変更を保存した直後に使用可能になります。 

ボイスメール システムが特定の運用グループにコールをリダイレクトできるかどうかに応

じて、任意のハント パイロット番号で変更を反映するために、ボイスメールでコール 
ルーティングの変更が必要になる場合があります。 
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参考資料 
事前設定 OVA は software.cisco.com/download のサイトからダウンロードできます。 

BE6000 の事前設定 OVA のダウンロード 

このセクションでは、主に事前設定イメージのスクリーン ショットを使用しながらデ

フォルト設定について詳しく説明します。 

この導入のベースラインのデフォルト設定を確認してから、アプリケーション（Unified 
Communications Manager、Unity Connection、および IM & Presence）ごとに固有の

デフォルト設定に関する各セクションを確認できます。 

https://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=286193178&flowid=50483�


 
 

 

基本設定のデフォルトのガイドライン 
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事前設定アプリケーションのデフォルト 
 

アプリケーション 命名 
規則 IP アドレス 

Prime Collab Provisioning pcp 172.27.199.10 

Cisco Unified Communications Manager ucm-pub 172.27.199.11 

Cisco Unity Connection ucn1 172.27.199.12 

Cisco IM & Presence imp1 172.27.199.13 

 

手動で変更する必要があるもの： 
• 管理者のユーザ名とパスワードは、最初のロ 

グイン時に変更されます。 
• NTP サーバ 

• DNS サーバ 
• タイム ゾーン（GMT-8、ロサンゼルス）- デフォルト 

   

アプリケーション デフォルト 

NTP サーバ 172.27.199.1 

DNS サーバ 172.27.199.1 
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Cisco Unified Communications  
Manager 番号計画 

E.164 電話番号が使用されます 

E.164 代替番号マスク（1XXX）を DN で使用して、

4 桁のダイヤルを可能にします 

顧客の環境に合わせて 1XXX を 
変更できます 

機能 範囲 

内線番号 1XXX 

ダイレクト コール パーク/ピックアップ #1XXX/##1XXX 

ボイスメールへの直接転送 *1XXX 

自動で登録された内線番号 70 1XXX 

コール ピックアップ グループ（10） 72 1XXX 

ミート ミー会議 73 1XXX 

ハント グループ（5） 75 1XXX 

ボイスメール パイロット 77 1000 

セルフ プロビジョニング CTI 78 1000 

演算子 0 

PSTN アクセス 9 
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Cisco Unified Communications Manager 
の事前設定 
 有用性： サービスのアクティベーション 

 管理： 

 

 システム 

 コール ルーティング 

 メディア リソース 

 拡張機能 

 デバイス 

 ユーザの管理 
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サービスのアクティベーション 

アクティブ化されたサービス 
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[System] > [Cisco Unified CM] 

 

• 自動登録の有効化 

• セルフ プロビジョニングの有効化 

• 自動登録： 
電話番号範囲： 
701XXX 
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[System] > [Date/Time Group] 

 

• デフォルト：GMT-8、ロサンゼルス 
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[System] > [Region Information] > [Region] 
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[System] > [Device Pool] 
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[System] > [Device Mobility] 
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[System] > [Enterprise & System Parameters] 

   

ナビゲーション パラメータ 値 

[System] > [Enterprise Parameters] Cluster ID ucm---pub.ciscolocal.com 
[System] > [Enterprise Parameters] Auto Registration Phone Protocol SIP 
[System] > [Enterprise Parameters] BLF For Call Lists 有効化 

[System] > [Enterprise Parameters] URI Lookup Policy ケース インセンシティブ 
[System] > [Enterprise Parameters] Self Care Portal Default Server ucm---pub 
[System] > [Enterprise Parameters] Show Ring SeHngs True 
[System] > [Enterprise Parameters] Show Line Label SeHngs True 
[System] > [Enterprise Parameters] Show Call Forwarding すべてのコールの転送のみを表示 
[System] > [Enterprise Parameters] Directory URI Alias Partition PCP_Base_PT 
[System] > [Enterprise Parameters] <URL Parameters> <すべてにおいてパブリッシャ FQDN を使用> 
[System] > [Enterprise Parameters] Organization Top Level Domain ciscolocal.com 
[System] > [Enterprise Parameters] Cluster Fully Qualified Domain Name *.ciscolocal.com 
[System] > [Enterprise Phone Configuration] Cisco Camera 有効化 
[System] > [Enterprise Phone Configuration] RTCP 有効化 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] CDR Enabled Flag True 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Call Diagnostics Enabled CDR 有効フラグが True の場合のみ有効 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Transfer On---hook Enabled True 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Maximum Ad Hoc Conference 8 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Maximum MeetMe Conference Unicast 8 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Advanced Ad Hoc Conference Enabled True 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Join Across Lines Policy On 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Default Interregion Max Audio Bit Rate 64 kbps（G.722、G.711） 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Default Intraregion Max Video Call Bit Rate (Includes Audio) 32256 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Default Interregion Max Video Call Bit Rate (Includes Audio) 768 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Automated Alternate Rou=ng Enable True 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Matching Caller ID with Remote Destination 部分一致 
[System] > [Service Parameters] > [Cisco CallManager] Number of Digits for Caller ID Partial Match 10 
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[Call Routing] > [Route/Hunt] > [Route Pattern] 

   

ルート パターンは Unity Connection に対して作成されます 

Prime Collaboration Provisioning のダイヤル プランのテンプレートを使用して、ダイヤル プラン 
ルート パターンをインポートできます 
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[Call Routing] > [Route/Hunt] > [Hunt List] 

• 5 個のハント パイロットが 751XXX のように作成されます 

• ハント グループに対してキューイングを有効にできます 

• メンバーは手動で追加されます 
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[Call Routing] > [Class of Control] > [Calling Search Space] 

発信コールおよび機能用に、コーリング サーチ スペースおよびパーティションが作

成されています。 
 

説明 CSS 名 パーティション 
自動登録用の CSS/ベース電話機 PCP_Base_CSS PCP_Base_PT 

PCP1_CONF_PT 
PCP1_PARK_PT 
PCP1_PICKUP_PT 

 
サイト 1 の CSS PCP_Site One_DEVICE_CSS PCP_Base_PT 
 PCP1_CONF_PT 
 PCP1_PARK_PT 
 PCP1_PICKUP_PT 

PCP3_Site One_EMER_PT 
PCP3_Site One_INTL_PT 
PCP3_Site One_LD_PT 
PCP3_Site One_Local_PT 
PCP3_Site One_TF_PT 
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[Media Resources] > [Media Resource Group List] 
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[Device] > [Device Settings] > [Phone Button Template] 

 

2 個の電話ボタン テンプレート： 

• セルフプロビジョニング 
• User 
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[Device] > [Device Settings] > [Softkey Templates] 

• 2 個のソフトキー テンプレートが作成されます。 
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[Device] > [Device Settings] > [Feature Control Policy] 

 

機能管理ポリシーは、標準の共通電話プロファイルとユニ

バーサル デバイス テンプレートで使用されます。 
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[User Management] > [User/Phone Add] > [Universal Device Template] 

ユニバーサル デバイス テンプレート（UDT）： 

• セルフプロビジョニング – PCP_Aut0Reg 

• 従業員 – PCP_SingleLine_UDP 
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[User Management] > [User/Phone Add] > [Universal Device Template] 

 

ユニバーサル デバイス テンプレート（UDT）： 

• 自動登録された電話機に UDT が割り当てられます 

• ユーザ プロファイルに UDT が割り当てられます ユーザ 
プロファイルが各ユーザに割り当てられます。 
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[User Management] > [User/Phone Add] > [Universal Line Template] 

ユニバーサル回線テンプレート（ULT）： 

• セルフプロビジョニング – PCP_AutoReg 

• 従業員 – PCP のデフォルトの回線テンプレート 
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[User Management] > [User/Phone Add] > [Universal Line] 

ユニバーサル デバイス テンプレート（ULT）: 

• 自動登録された電話機に ULT が割り当てられます 

• ユーザ プロファイルに ULT が割り当てられます ユーザ 
プロファイルが各ユーザに割り当てられます。 
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[User Management] > [User Settings] > [Service Profile] 
 

 

サービス プロファイルは、Jabber に対して作成されます。 

• ボイスメール 
• メールストア 
• IM and Presence 
• CTI 
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[User Management] > [User Settings] > [User Profile] 

  

ユーザ プロファイルは、エンド ユーザ Web ページのユー

ザに割り当てられます。 
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[Class of Service] > [Class of Service] 

2 種類のサービス クラスが使用されます。 

• ボイス メール ユーザの COS 
• TTS のある PCP CoS 

標準ボイスメール ユーザ – ボイス メール ユーザの COS  

TTS のあるボイスメール ユーザ – TTS のある PCP CoS 
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[Class of Service] > [Class of Service] 

 

TTS のないサービス クラス 
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[Class of Service] > [Class of Service] 

 

TTS のあるサービス クラス 
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[Templates] >[User Templates] 

1 種類の新しいテンプレートが作成されます 
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[System Settings] > [Authentication Rules] 
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